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南部町合併20周年
　これからも達者に

　町民の皆さまをはじめ、町に関わってくださった方々との出会いと縁に感謝。

　これからも「達者」な町をよろしくお願いいたします。
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１
月
６
日
、
南
部
町
合
併
20
周

年
記
念
式
典
・
令
和
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部
町

新
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催
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の
20
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の
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み
を
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り
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り
、
祝
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と
と
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に
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ら
な
る
発
展
を
誓

い
ま
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式
典
で
は
、
出
席
者
全
員
で
町

民
憲
章
を
唱
和
し
た
ほ
か
、
工
藤

町
長
が
「
南
部
町
は
合
併
か
ら
20

周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し

た
。
長
き
に
わ
た
り
、
町
民
の
皆

さ
ま
が
一
丸
と
な
り
南
部
町
の
ま

ち
づ
く
り
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
こ
と
に
対
し
、
改
め
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
町

独
自
の
施
策
を
積
み
重
ね
、
20
周

年
を
迎
え
た
南
部
町
の
、
さ
ら
な

る
成
長
の
た
め
、
情
熱
と
行
動
力

で
各
種
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
南
部
町
表
彰
条
例
に
基

づ
き
、
各
分
野
で
町
の
発
展
に
貢

献
し
た
17
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
飯
田
興
治

さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
、「
受
賞
は

身
に
余
る
光
栄
で
、
衷
心
よ
り
感

謝
し
ま
す
。
受
賞
は
皆
さ
ま
の
多

大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
物

で
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
い
た

だ
い
た
表
彰
に
お
ご
る
こ
と
な

く
、
な
お
一
層
精
進
し
、
町
発
展

の
た
め
努
め
て
参
り
ま
す
」
と
さ

ら
な
る
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

20
周
年
記
念
催
事
で
は
、
マ

ギ
ー
司
郎
さ
ん
に
よ
る
新
春
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
会
場

は
大
盛
り
あ
が
り
。

工
藤
町
長
と
の
「
長
生
き
と
幸

せ
の
ヒ
ン
ト

　
達
者
の
秘
訣
」
に

つ
い
て
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
人
と
関
わ
り
、
出
会
っ
た

人
に
感
謝
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

そ
の
人
を
褒
め
て
、
褒
め
ら
れ
る

こ
と
。
そ
れ
が
達
者
の
秘
訣
」
と

語
り
、
工
藤
町
長
も
こ
れ
に
「
内

に
こ
も
る
の
で
は
な
く
、
外
に
出

て
人
と
会
う
こ
と
は
と
て
も
大

事
」
と
頷
き
ま
し
た
。
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中村 研一 さん
（上名久井）

　固定資産評価審査委
員会委員並びに納税貯
蓄組合長として、地方
自治の振興発展に貢献。

中居 くらら さん
（名農高）

　Q-1～U-18が未来
を変える★研究発表
SHOW～において、
文部科学大臣賞を受賞。

功労褒賞 永年にわたって地方自治の振興発展や社会の福祉、民生の安定に貢献し、その功績が特に優れた方などに贈
られます。

善行表彰 町の公益に関する事業に尽力し、または公務を助力し、その功績が顕著な方や、スポーツ・文化活動などに
おいて、全国規模以上の大会で上位入賞した方などに贈られます。

夏堀 健一 さん
（苫米地）

　農業委員会委員並び
に民生委員児童委員協
議会委員として、地方
自治の振興発展に貢献。

小澤田 晃 さん
（高瀬）

　財産区管理会委員並
びに財産区議会議員と
して、地方自治の振興
発展に貢献。

工藤 忠治 さん
（下名久井）

　財産区管理会委員並び
に納税貯蓄組合長とし
て、地方自治の振興発展
に貢献。

山田 健二 さん
（大向）

　町営地方卸売市場運営
審議会委員並びに食育推
進協議会委員として、地
方自治の振興発展に貢献。

夏堀 德八志 さん
（苫米地）

　総合振興計画審議会
委員並びに行政員とし
て、地方自治の振興発
展に貢献。

小田原 直美 さん
（赤石）

　町営地方卸売市場運営
審議会委員並びに納税貯
蓄組合長として、地方自
治の振興発展に貢献。

堀合 利一 さん
（森越）

　町営地方卸売市場運営
審議会委員並びに納税貯
蓄組合長として、地方自
治の振興発展に貢献。

北向 清人 さん
（鳥舌内）

　納税貯蓄組合長とし
て、地方自治の振興発
展に貢献。

澤向 良雄 さん
（法師岡）

　納税貯蓄組合長並び
に行政員として、地方
自治の振興発展に貢献。

中野 正弥 さん
（玉掛）

　クレー射撃フェス
ティバル2025におい
て、団体の部総合第3
位に入賞。

飯田 興治 さん
（大向）

　納税貯蓄組合長並び
に行政員として、地方
自治の振興発展に貢献。

出町 孔汰 さん
（名農高）

　Q-1～U-18が未来
を変える★研究発表
SHOW～において、
文部科学大臣賞を受賞。

留目 秀樹　 さん 
（大向）

　留目 佐智子 さん

　第26回全国果樹技術・経営
コンクールにおいて、農林水
産大臣賞を受賞。

滝田 康雄 さん
（片岸）

　財産区管理会委員並
びに人権擁護委員とし
て、地方自治の振興発
展に貢献。

南部町合併20周年記念
ロゴマーク最優秀賞表彰

馬渡 由奈 さん
（福地中）
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会計年度任用職員募集
職種・募集人員　発掘整理等作業員・13人
任用期間　4月1日～10月31日
勤務場所　旧南部幼稚園（大字相内字上ノ平45）・
　　　　　南部支所（大字沖田面字沖中46）ほか
勤務内容　�出土遺物実測、トレース作業、報告

書図版作成作業、発掘調査にかかる
土砂運搬等

勤務日　�週5日程度、月20日以内の勤務、土日・
祝日は休業日

勤務時間　8時15分～17時　1日7時間45分
給料等　日額　9323円
手当等　�通勤手当（距離による）・期末手当・

勤勉手当
休暇　年次休暇および特別休暇
加入保険　�共済組合（健康保険）・厚生年金・

雇用保険・労災保険

応募用紙
　�社会教育課・福地公民館・南部公民館に設置

しているほか、町ホームページからもダウン
ロードできます。

申込方法　採用試験申込書・履歴書を社会教育
課にご提出ください。

　郵送する場合は、封筒の表面に「会計年度任用
職員採用試験申込書在中」と朱書きし、南部町
役場社会教育課宛（〒039-0592青森県三戸郡
南部町大字平字広場28-1）にご送付ください。

受付期限　2月27日（金）必着
面接試験期日　3月16日（月）
　　　　場所　役場3階　大会議室
※面接時間は応募者に後日通知します。

問合せ　社会教育課　☎0178-38-5969

入居募集住宅
住宅名 竣工年度 構造 間取り 家賃（ひと月あたり）

ひろば台団地　B-9号 H26年度 木造平屋建 1LDK 1万6300円～2万4300円
第二苫米地駅前団地　B-3号 H14年度 木造平屋建 2DK 1万6100円～2万4000円
第二苫米地駅前団地　B-7号 H14年度 木造平屋建 2DK 1万6100円～2万4000円

町営住宅　入居者募集

入居資格　▶同居または同居しようとする親族がいる　▶入居者と同居者の合計所得が月額15万8000円以下
　　　　▶住宅に困窮している　▶税金を滞納していない　▶入居者全員が暴力団員ではない

※単身で入居する場合は、60歳以上などの条件がありますので、事前に建設課にお問い合わせください。

現地見学会(現地集合・現地解散)　ご希望される方は、2月12日（木）までに建設課までご連絡ください。
開催日 時間 住宅名

【1回目】2月15日（日）

【2回目】2月16日（月）
9時30分～9時45分 ひろば台団地（1戸）　　　　※集合場所：B-9号
10時00分～10時20分 第二苫米地駅前団地（2戸）　※集合場所：B-3号

※見学会にお越しの際は、交通ルールを遵守し、近隣住民への迷惑とならないようご協力をお願いします。
※希望者がいない場合は実施しません。

抽選会

入居申込み
申込書類を2月5日（木）～26日（木）までに建設課・福地支所・南部支所のいずれかに提出してください。
なお、希望者が複数の場合は、住宅困窮度による選考もしくは抽選により決定します。

問合せ・申込み　建設課　☎0178-38-5966

開催日 時間 場所
3月5日（木） 16時 役場2階　会議室
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令和8年度　住民健診の申し込みが始まります
住民健診申込書を各世帯へ郵送します

町から申込書類を郵送しますので、ご記入のうえ、同封の返信用封筒でご返送ください。
国保人間ドックをご希望の方は、同封の「国保人間ドック受診希望調査票」にご記入のうえ申込書と一

緒にご返送ください。詳細は別途、ご案内する予定です。
受診する項目を決めましょう
特定健診　ご加入の医療保険ごとに行われる健診です

加入保険など 健診内容 対象年齢等 自己負担額

南部町国民健康保険 問診、身体測定、腹囲測定、血圧
測定、医師の診察、尿検査、血液
検査、心電図、貧血検査、腎機能
検査、眼底検査

30～69歳 1000円
70～74歳（75歳の誕生日の前日まで） 300円

後期高齢者医療制度 ▶75歳以上（75歳の誕生日以後）の方
▶65～74歳の加入者の方 無料

生活保護受給者 30歳以上 無料
※上記以外の方の特定健診は「事業主」または「保険証の発行元」にお問い合わせください。
各種がん検診

項目 検査内容 対象年齢等 自己負担額
肺がん・結核検診 胸部X線撮影 40歳以上（65歳以上は結核検診） 無料
胃がん検診 胃部X線撮影（バリウム） 40歳以上 500円
大腸がん検診 便の潜血反応検査 40歳以上 500円
肝炎ウイルス検査 血液検査 40・45・50・55・60歳の方（検査を受けたことがない方） 無料

子宮頸がん検診 視診、内診、細胞診
（超音波検査は費用別途） 20歳以上の偶数年齢の女性 1000円

乳がん検診 マンモグラフィ 40歳以上の偶数年齢の女性 500円
骨密度検査 骨のX線撮影 40・45・50・55・60・65・70歳の女性 1000円

※特定健診と各種がん検診の対象年齢は、令和9年3月末時点での年齢です。
※70歳以上の方と生活保護受給者は、がん検診の自己負担額が無料になります。
受診方法を決めましょう
「集団健診」と「個別健診」のどちらで受診

するかお選びください。
※特定健診と各種がん検診は同時に受診できます。
※集団健診については、別途、各世帯へ配布す

る案内に記載します。
問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

個別健診を実施している健診機関
▶南部町医療センター 　　　☎0178-76-2001
▶南部病院（眼底検査実施なし）☎0179-34-3131
▶八戸西健診プラザ 　　　　☎0178-21-1717
▶八戸市総合健診センター 　☎0178-70-5563
▶五戸町健診センター 　　　☎0178-62-5510

　※子宮頸がん検診は、三八管内婦人科でも受診
　　できます。

コンビニ交付・休日開庁での戸籍謄抄本等発行について
　システム改修作業に伴い、事務内容を次のとおり一部停止・変更します。ご不便をおかけしますがご理
解をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問合せ　住民生活課　☎0178-38-5963

コンビニ交付サービス
停止日時　2月21日（土）～23日（月・祝）
停止内容　戸籍全部（個人）事項証明書およ

び附票の写しの発行、住所が町外の方の戸
籍の利用登録申請

休日開庁の取扱事務
開庁日　2月21日（土）　8時15分～12時
変更内容
　戸籍および附票に関する証明書全般の発行
ができません。
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サケの採卵・受精体験学習
令和7年12月17日と19日の2日間、名川B&G

海洋センターによる「水に賢い子どもを育む年
間型活動プログラム」の一環で、馬淵川さけ・
ます増殖漁業協同組合（松本福松組合長）と八
戸水産事務所の協力のもと、サケの採卵・受精
体験および生態学習を実施。

17日は名川小学校4年生45人、19日は南部小
学校3・4年生50人がサケの生態を通じ命の大切
さを学びました。

児童は怖がりながらも、採卵に挑戦。受精体
験では元気な稚魚が生まれることを願って丁寧
に作業を行いました。

出場報告に訪れたOWLSのメンバー

総合優勝制スポーツ大会
カローリング競技大会

令和7年12月7日、第16回南部町総合優勝制ス
ポーツ大会カローリング競技大会が名川B&G
海洋センターで開催されました。10チームが参
加し、沖通チームが優勝しました。

採卵に挑戦する児童たち

ズームインなんぶ
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　　　 優 勝　沖通チーム
　　　　　 準優勝    とまべちチーム
　　　　　 第3位    大向チーム 優勝した沖通チーム

町内選手が全国大会出場
バスケットボール　県大会で優勝

令和7年12月10日、青森県代表としてU-15ク
ラブバスケットボールゲームス大会に出場する
八戸市内のチームO

オ ウ ル ズ

WLSに所属する中野冬
と う ま

麻さ
ん（福地中2年）、鎌倉幸

こうさく

作さん（八戸聖ウルス
ラ学院中2年）、三浦奏

そ う わ

和さん、嶋守悠
ゆう

さん、三
浦綜

そ う ま

真さん（以上、福地中1年）が出場報告の
ため役場を訪れました。中野さんは「練習の成
果を発揮し、優勝できるよう頑張りたい」と抱
負を語りました。
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南部町こども家庭センター
ぴよすく通信

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 　問合せ　問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所

2歳児歯科健康診査 R5.6～R5.8生 2月12日（木） 12時15分～12時45分

健康センター1歳6か月児健康診査 R6.5～R6.7生 2月26日（木） 12時15分～12時45分
乳幼児健康診査 R7.9～R7.11生 3月5日（木） 12時15分～12時45分
3歳児健康診査 R4.6～R4.8生 3月12日（木） 11時45分～12時20分

福地こども園 ☎0178-51-9756
わくわくひろば（体験活動）　（金）・9時30分～11時
▶2月6日　絵本を楽しみましょう　▶2月13日　運動遊び
▶2月20日　お誕生会　▶2月27日　おひな様製作
▶3月13日　音の出るおもちゃで遊ぼう
つどいのひろば（自由活動）　（水）・9時30分～11時
　2月18・25日、3月11日
子育てサークルにこちゃんクラブ　（月）・10時～12時

　2月9・16日、3月2日

なんぶこども園 ☎0179-23-0505
こすもすクラブ（体験活動）　（水）・10時～12時
▶2月18日　誕生会　▶2月25日　ひなまつり製作
▶3月4日　誕生会&お別れ会
サークルちびこす　（火）（木）・9時～14時

　2月10・12・17・19・24・26日、3月3・5日

チェリーこども園 ☎0178-51-8585
ぴっぴクラブ　※要予約　（木）・9時30分～11時
▶2月12日　ブロック遊び　▶2月19日　保健講座③
▶2月26日　季節の製作「おひなさま」

▶3月3日　ひなまつり誕生会　▶3月12日　お別れお楽しみ会

認定こども園 あかね幼稚園 ☎0178-76-1801
ハッピークラス　※要予約　（火）・10時～11時30分
▶2月17日　親子でわらべうた　▶3月10日　みんなでひな祭り

子どもの睡眠

おいでよ！
子育て支援センター

子どもの成長・発達には「睡眠」が大切
です。十分な睡眠は、子どもの身体や脳の
成長・発達促進、学力向上、肥満や生活習
慣病のリスク低減等の良い効果がありま
す。親子で睡眠のポイントについて振り返っ
てみましょう。

睡眠のポイント
①早寝・早起き
　まずは早起きから始めてみましょう。
②日光に当たる
　日光に当たると体内時計が整い、眠りに

つきやすくなります。
③朝ごはんを食べる
　朝ごはんは勉強や運動のエネルギーにな

ります。日中、元気に活動ができ、夜は
早く深く眠れるようになります。

④光の刺激を避ける
　寝る1～2時間前は、スマホやテレビ等の

光の刺激を避けましょう。

今月のぴよすくひろば
日時　2月25日（水）9時～16時
場所　健康センター子育てルーム

問合せ　こども家庭センター（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100
子育てメール
　　　　�kosodate@town.aomori-nanbu.lg.jp
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特別児童扶養手当
身体や精神に障がい（政令に定める程度以上）

のある20歳未満の児童を監護している父または
母、あるいは父母にかわって児童を養育してい
る方に対して手当が支給される制度です。
手当の月額（令和7年4月現在・対象児童1人につき）
▶児童の障害程度1級　5万6800円
▶児童の障害程度2級　3万7830円
※請求者本人、配偶者、扶養義務者の所得が一

定以上あるときは、支給されません。

手当の支給
　認定された場合、認定請求をした月の翌月分

から支給対象となり、4月・8月・11月にそれ
ぞれの前月分までが支給されます。

※受給要件や必要書類がありますので、申請の
際はお問い合わせください。

問合せ・申請先　健康こども課（健康センター）
　　　　　　　　☎0178-60-7100

達者de 健康相談　～今より “達者”な自分のために～

開催日　2月9日（月）・16日（月）
　　　　3月2日（月）・16日（月）
※2月16日（月）は10時～11時までベジチェッ

クを行います。申し込み不要です。
時間　9時30分～12時・13時30分～17時
※当日15時までに電話予約してください。
※17時以降に利用を希望される方は、前週金

曜日までにご相談ください。
場所　健康センター2階　運動指導室
内容　�健康・栄養相談、血圧・体組成測定　等

血圧などの測定や健康器具を利用した運動で、
生活習慣の改善へ一歩踏み出してみませんか?
※相談は無料で受けることができます。
※各種測定をする場合、1人45分程度かかります。
※健康器具の利用は、1回20分以内です。
※直近の健診結果票をお持ちの方は、ご持参く

ださい。
※健康マイレージポイントの対象です。
問合せ・申込み
　健康こども課（健康センター）☎0178-60-7100

令和8年度　放課後児童クラブ入会児童募集

対象児童　�下校後、労働等により家に保護者が
誰もいない小学1～6年生

※申請多数の場合は、低学年の児童を優先します。
利用料　　月額3000円（おやつ代等）

開設時間　▶平日　下校時～18時30分
　　　　　▶土曜日・学校休校日・長期休業日
　　　　　　7時30分～18時30分
申込方法　�各庁舎・支所に用意している申請書

を記入のうえ、就労証明書等を添付
して提出してください。

申込期限　3月6日（金）
　　　　※申込期限を過ぎても随時受け付けます。
問合せ　　健康こども課（健康センター）
　　　　　☎0178-60-7100

クラブの名称 場所 定員
なんぶ児童クラブ ぼたんの里 80人
名川なかよしクラブ 名川小学校敷地内 80人
剣吉なかよしクラブ 南部芸能伝承館 40人
福地学童保育クラブ ゆとりあ 120人

�
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後期高齢者医療被保険者のみなさんへ

「高額介護合算療養費の支給申請のお知らせ」の送付について

後期高齢者医療制度に加入している方で、医療費と介護サービス費の自己負担額の1年分（令和6年8
月1日～令和7年7月31日）の合算額が限度額を超えた場合、その超えた金額が支給されます（500円以下
の場合は対象外）。世帯内に後期高齢者医療制度に加入している方が複数いる場合は、世帯で合算して支
給額を計算します。

支給要件に該当すると思われる世帯には、2月下旬（予定）に青森県後期高齢者医療広域連合から「支
給申請のお知らせ」を送付します。お知らせが届いた方は申請してください。

対象期間中に後期高齢者医療制度に加入した方や転入してきた方等がいる世帯には、支給対象となる
世帯でも「支給申請のお知らせ」が送付されない場合がありますので、対象になると思われる方はお問
い合わせください。

問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-76-3323

医療費通知書の送付・コールセンターの設置について

医療費通知書は、ご自身の受けた医療の状況を知っていただくためにお送りするお知らせです。
例年は年1回の送付でしたが、今年度より医療費控除の申告をする方の利便性向上のため、年2回送付

します。
2月中に確定申告される方は、11ヶ月分の医療費通知書と医療機関発行の領収書（12月診療分）をご

活用ください。
送付時期 記載された診療月

1回目 2月中旬 1月～11月診療
2回目 3月中旬 12月診療分

また、マイナンバーカードをお持ちの方は、確定申告のための1年分の医療費通知情報を、2月9日か
らマイナポータルで取得可能です。

ご不明な点がございましたら被保険者番号がわかるもの（資格確認書等）をご用意し、コールセンター
へご連絡ください。

問合せ　後期高齢者医療費通知書コールセンター　☎0120-905-244
※受付期限　3月19日（土日祝を除く）　※受付時間　9時～17時
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果樹改植等事業（国庫事業）の申込みを受け付けします
令和8年度第1次果樹経営支援対策事業と果樹

未収益期間支援事業、果樹先導的支援事業の申
し込みを受け付けします。
補助対象事業
①果樹経営対策支援事業・果樹未収益期間支援

事業
　新植・改植（令和8年度1次、令和9年春植え）
※改植のための伐採作業は、令和9年3月末まで

に着手する必要があります。
②果樹放任園対策（廃園）
※①②の事業スケジュール
▶着手　9月頃～令和9年3月末（交付決定後）
▶完成　令和9年4月末
▶実績報告　令和9年7月末
▶補助金交付　令和9年9月頃
③果樹先導的支援事業（10a以上）
▶特認事業（防風網・防霜ファンの設置）
▶小規模園地造成（園内道整備、傾斜の緩和、

土壌土層改良、排水路の新設等）
※土壌土層改良は2a以上
▶かん水施設整備等
▶簡易型雨よけ設備の設置
※③の事業スケジュール
▶着手　9月頃～12月末（交付決定後）
▶完成　12月末
▶実績報告　令和9年1月末
▶補助金交付　令和9年3月頃
対象となる果樹
　りんご、おうとう、もも、ネクタリン、ぶどう、

梨、すもも、プルーン、うめ、あんず
補助率（額）
①果樹新植（改植）　特産果樹・りんご
　150（170）円～320（330）円／㎡
　高密植、超高密植
　520（530）円～710（730）円／㎡
②果樹放任園対策（廃園）
　8万円／10a（下限本数あり）
③果樹先導的支援事業　1/2以内
※簡易型雨よけ設備上限額　160万円／10a

対象となる農業者の方（要件）
　町内に住所を有する70歳未満の方、または後

継者の年齢が65歳未満の方で、下記要件のい
ずれかに一つに該当する方。

▶認定農業者
▶地域計画の目標地図に位置付ける者
▶南部農夢の会員（会の推薦が得られること）
▶新規就農者として認定され、5年を経過しな

い方
※「農業者」とは農業収入が生計の主であり、

令和7年分の農業申告を行った方（予定含む）。
　なお、無農薬、無剪定、無除草等の自然栽培

に類する栽培手法は、「対象外」となります。
実施条件
▶改植事業は、過去5年間、肥培管理されてい

る園地での実施が可能です。
▶事業完了年度の翌年から8年間、園地の保全

義務があります。
▶果樹先導的支援事業を実施する場合は、果樹

共済もしくは収入保険への加入が必須です。
▶雨よけ設備の設置については、新植・改植と

一体的な実施が必要です。
申込期間　2月6日（金）～2月27日（金）
申込方法　農林課に備え付けの申込書に記入し、

必要書類を添えて提出してください。申込書
は町ホームページからもダウンロードできます。

必要書類等
▶全メニュー共通　�申込書、個別調査票、現況

画像（データ）
▶果樹新植　�植栽後の園地の見取図
　　　　　　（植栽間隔を記入）
▶果樹先導的支援事業　見積書及び設置図面
▶通帳と銀行印
その他留意事項　国庫事業のため、時期や内容

が変更となる場合があります。予めご了承く
ださい。

問合せ　農林課　☎0178-38-5964
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名川中学校図書室1階（町民図書室）
　「なんぶ読み聞かせの会」の皆さんによる読み聞
かせです。未就学のお子さんは、保護者同伴でお越
しください。
日時　2月22日（日）　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室1階（町民図書室）

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　2月9日㈪、16日㈪、24日㈫、3月2日㈪～6日㈮
問合せ　☎0178-76-3121

◆13歳からの国際情勢	 島根　玲子
◆カラダにうれしい酒粕レシピ帖	 さけ　かす子
◆神都の証人	 大門　剛明
◆家族	 葉真中　顕
◆カフェーの帰り道	 嶋津　輝
◆白鷺立つ	 住田　祐
◆女王様の電話番	 渡辺　優
◆ほねほねザウルス30　　　　　　　ぐるーぷ・アンモナイツ
◆きぼーる	 キボリノ　コンノ
◆わすれぽんたくん	 柴田　ケイコ

絵本専門士・保育士の資格を
もつ吉田明世アナウンサーの絵
本。滑舌トレーニングに使われ
る「外郎売（ういろううり）」
を子ども向けにアレンジ。楽し
い早口ことば絵本です。

はやくちよこれいと� 吉田　明世　著

《おすすめセレクション》

《おはなし会》

※3月3日（火）～6日（金）は、特別蔵書点検
のため休室です。

軽自動車の廃車や名義変更の手続きはお早めに！！
軽自動車税（種別割）は、毎年4月1日に軽自

動車・原動機付自転車などを所有する人に課税
されます。

廃車した・譲った・所有者が亡くなったなど、
すでに軽自動車などをお持ちでない人は、4月
1日までに廃車または名義変更の手続をしてく
ださい。所有者が亡くなり、車を相続した場合
も名義変更の手続が必要です。

なお、手続をしていない場合や、4月2日以降
に手続をした場合は、令和8年度の軽自動車税

（種別割）が課税されますので、ご注意ください。

車両 窓口
▶原動機付自転車
　（125㏄以下・ペダル付電動
　 バイクを含む）
▶小型特殊自動車
　（農耕作業用も含む）
▶特定小型原動機付自転車

▶税務課
▶南部支所
▶福地支所

▶剣吉支所
　（廃車のみ）

※所有者が亡くなり車を相続した場合は、相続
人であることがわかる書類（戸籍謄本・法定
相続情報一覧図など）をご持参ください。

問合せ　税務課　☎0178-38-5962

《今月の新刊》

献血にご協力を
病気やけがなどで輸血を必要としている人の

命を救うため、献血をお願いします。
なお、安全で責任のある献血をお願いするた

め、初めての方は本人確認ができるものを、過
去に献血された方は献血カード等をご持参下さい。

期日　2月13日（金）
時間　9時30分～11時45分、13時～15時45分
場所　南部町役場
問合せ　福祉介護課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7101
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☎ 0178-84-2850

★朝風呂営業 360円
6時～8時 受付7時30分まで

★今月の休館日

19日（木）

★2月生まれの方プール割引

大人 600円 小人 400円

レストラン「かだぁる」特製　海鮮阿房宮菊太巻

★無料利用券・お食事利用

5名様から 無料送迎

南部町産にこだわる 土産処「あんべぇる」から　今月のおすすめ商品

菊と菊芋のピクルス　80g　620円
ビタミン類が豊富で美容と健康に良く、南部町産の阿房宮菊を使用した美

味しいピクルスです。
土産処「あんべぇる」は、町内で生産・加工された特産品60種類以上を

一堂に販売している県内唯一の販売店です。ぜひ友人、知人、お取引先様に
贈答品、お土産としてご紹介してみてはいかがでしょうか。

南部町消防団応援事業 団員と同居ご家族　温泉・プール・御宿泊・お食事は特別割引料金実施中

海鮮阿房宮菊太巻　1本��28㎝����� 4500円
　　　　　　　　　ハーフサイズ　2300円

（鮪、サーモン、甘海老、煮穴子、しめ鯖、玉子、きゅうり、かんぴょう）
※要予約です。3日前までにレストラン「かだぁる」までご連絡ください。

◀写真は1本28㎝をカットしたものです。

南部町ふれあい体験農園利用者募集
町では、農業者以外の人が野菜づくりなどを

通して自然とふれあい、農業に対する親しみと
理解を深めるため、バーデパーク隣に「南部町
ふれあい体験農園」を開設しており、利用者を
次のとおり募集します。
募集区画　単年利用30区画（1区画32㎡）
　　　　　※申込多数の場合は抽選

貸付期間　4月中旬～11月末
使用料　1区画　2090円
申込期間　2月16日（月）～3月19日（木）
申込方法　商工観光課またはホームページに申

込用紙を用意していますので、必要事項を記
入のうえ提出してください。

問合せ・申込み　商工観光課　☎0178-38-5965
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デーレース ナイターレース

役立っています!ボートピアなんぶ交付金
　秋祭りの笛吹き用ゆかたを整備することで、小・中学生のお祭りへの積極的な参加が期待でき、
後継者の育成および伝統継承が図られました。（桜町町内会）
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紅
き
珠
実
が
淡
雪
を
と
ど
め
て
朝
の
ひ
か
り
を
つ
か
む

川
守
田
慶
三

病
床
の
カ
ー
テ
ン
透
け
て
寂
し
い
と
惚
け
ゆ
く
人
の
止
ま
ぬ
つ
ぶ
や
き

奥
寺　

睦
子

風
や
ま
ず
曇
れ
る
冬
の
土
手
の
上
す
す
き
の
穂
群
枯
れ
て
緩
び
ぬ

工
藤　

裕
正

軟
か
ら
ぬ
殻
に
籠
れ
る
胡
桃
か
ら
滋
味
を
穫
ら
ん
と
頑
な
に
打
つ

坂
上　

傳
吉

初
日
さ
す
冬
の
田
づ
ら
に
降
り
立
ち
て
白
鳥
の
群
落
ち
穂
啄
ば
む

根
市　

政
志

傘
寿
越
え
大
き
な
希
望
は
な
い
け
れ
ど
今
日
と
い
ふ
日
を
楽
し
く
生
き
む

水
梨　

正
夫

な
ん
ぶ
短
歌
会

夜
明
け
前
梢
に
か
か
る
残
月
は
凍
て
つ
く
銀
河
を
一
夜
旅
し
て

七
日
市
朱
花

わ
が
知
ら
ぬ
話
題
あ
る
ら
し
息
子
ら
は
席
を
移
し
て
酒
を
飲
み
つ
ぐ

糠
塚　

み
つ

一
年
の
喜
怒
哀
楽
を
有
難
う
愛
す
る
家
族
と
友
ら
に
幸
を

馬
場　

昭
子

雲
厚
く
初
日
見
え
ね
ど
里
山
の
頂
き
に
立
ち
今
年
を
祈
る

佐
々
木
冴
美

若
　
草
　
会

五
時
起
床
カ
ー
テ
ン
ひ
く
と
雪
景
色
木
々
の
枝
に
も
二
セ
ン
チ
の
雪

中
野　

静
子

若
猫
は
パ
ッ
と
飛
び
出
し
老
猫
は
ｕ
タ
ー
ン
す
る
雪
の
玄
関

向
山　

敦
子

来
る
年
の
八
十
路
の
道
は
あ
わ
雪
を
静
か
に
踏
み
て
進
む
が
ご
と
し

藤
野　

幸
枝

空
あ
お
ぎ
あ
ー
ん
と
口
開
け
味
見
す
る
甘
い
？
し
ょ
っ
ぱ
い
？
お
さ
な
の
初
雪

工
藤　

孔
子

初
雪
の
舞
ふ
校
庭
を
群
れ
駆
け
て
口
に
捉
へ
る
甘
味
の
足
し
に

鶴
飼　

千
年

南  

部  

文  

芸

手
を
添
え
て
名
刺
を
く
れ
る
若
者
は
ま
だ
ツ
ン
ツ
ン
の
新
入
社
員

奥　

ム
ツ
子

う
た
か
た
の
夜
空
を
見
て
は
思
ひ
出
づ
遠
き
昔
の
夫
の
や
さ
し
さ

石
塚　

剛
子

泣
き
笑
ひ
こ
の
１
年
を
乗
り
越
へ
て
新
た
な
年
は
ぼ
ち
ぼ
ち
生
き
む

安
ケ
平
千
代

烈
震
に
ガ
ラ
ガ
ラ
落
ち
る
棚
の
皿
思
ひ
出
壊
れ
床
に
散
ら
ば
る

相
馬　

幸
子

退
院
が
延
び
て
が
つ
か
り
帰
り
来
て
冬
空
仰
ぎ
夫
を
待
つ
日
々

石
塚
の
り
子

カ
ウ
カ
ウ
と
光
を
ま
と
ひ
舞
ひ
降
り
る
白
き
翼
に
高
鳴
る
朝
よ

山
下　

幸
枝

虎
渡
山
北
端
に
立
つ
石
地
蔵
路
を
守
り
て
風
雪
に
耐
ふ

木
村
ひ
な
子

2 February 3 March
5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7 8
THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN

徳山　一般戦 唐津
一般戦 徳山　一般戦 三国　一般戦 芦屋　一般戦 徳山　一般戦 唐津　一般戦

鳴門
GⅠ 三国　一般戦 芦屋　一般戦 唐津　一般戦 徳山　一般戦 唐津　一般戦 芦屋　一般戦 三国

一般戦
平
和
島

多摩川　GⅠ
関東地区選手権 宮島　一般戦 江戸川　GⅠ江戸川大賞 鳴門　GⅠスピードクイーン

メモリアル
児島　GⅠ

児島キングカップ
尼
崎

常滑　GⅠ東海地区選手権 児
島

平和島　GⅢ
オールレディース

福岡　ヴィーナス
シリーズ

浜
名
湖 戸田　一般戦 常

滑 びわこ　ヴィーナスシリーズ

住之江　GⅠ
近畿地区選手権 丸亀　一般戦 若松　GⅠ

全日本覇者決定戦 蒲郡　一般戦 下関　GⅢ企業杯 蒲郡　一般戦
住
之
江
大村
GⅠ

桐生　一般戦 蒲郡　一般戦 桐生　一般戦 大村　一般戦 桐生　一般戦 丸亀　一般戦 桐生　一般戦
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あ
お
も
り
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
犯
罪
・
交
通
事
件
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
方
や
そ
の
ご
家

族
、
ご
遺
族
に
各
種
支
援
を
行
う

民
間
の
被
害
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
す
。
現
在
、
被
害
者
支

援
活
動
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
私
た
ち
の
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
募
集
要
項
は
、
住
民
生
活
課
に

設
置
し
て
い
る
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://w

w
w.aom

ori-vs.
com

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

応
募
期
限

　
３
月
31
日
（
火
）

問
合
せ

　
あ
お
も
り
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７・７
１
８・２
０
８
５

　
戦
没
者
遺
族
相
談
員
は
、
戦
没

者
遺
族
の
援
護
の
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
指
導
・
助
言
を
行
い
、
戦

没
者
遺
族
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
相
談

業
務
を
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
没
者
遺
族
相
談
員

▼
奥
田

　
卓
司
（
八
戸
市
）

　
☎
０
１
７
８
・
23
・
２
４
１
０

▼
佐
々
木

　
正
志
（
五
戸
町
）

　
☎
０
１
７
８
・
62
・
４
８
６
５

委
託
期
間

　
令
和
7
年
10
月
1
日
か
ら

　
令
和
9
年
9
月
30
日

問
合
せ

　
県
健
康
医
療
福
祉
政
策
課

　
保
護
・
援
護
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
１
７・７
３
４・９
２
７
８

　「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
認
知
症
の
方
や
家
族
に
対
し

て
温
か
い
目
で
見
守
る
地
域
の
応

援
者
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
認
知

症
の
症
状
や
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
を

学
び
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な

り
ま
せ
ん
か
？

日
時

　
３
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
～
15
時

場
所

　
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
集
団
指
導
室

対
象

　
町
内
在
住
の
方

　
15
人

　
　
　（
先
着
順
に
な
り
ま
す
）

※
過
去
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
受
講
し
た
方
も
参
加

可
能
で
す
。

申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
二
次
元 行政相談・人権相談

日時　3月5日㈭　13時～15時
場所　�福地支所、いちょうホー

ル、南部公民館
問合せ
▶行政相談は総務課

☎0178-76-2111
▶人権相談は住民生活課
　☎0178-38-5963

休日窓口開庁日
期日　2月21日（土）※業務内容に
　　　変更あります（詳細はP5へ）
　　　3月7日（土）・21日（土）
時間　8時15分～12時 ※予約不要
場所　住民生活課
業務内容　�戸籍証明書・住民票・
　印鑑証明書の交付、印鑑登録、

マイナンバーカード事務
コンビニ交付
　マイナンバーカードを使用して

コンビニ等で住民票・印鑑証明書・
戸籍証明書・附票が取得できます。

利用時間　6時30分～23時
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和8年1月15日現在）

対先月比
人　口 15,912人 （-8）
男 7,583人 （-9）
女 8,329人 （+1）

世帯数 7,356世帯 （-5）

コ
ー
ド
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
南
部
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
５
５

集
い
の
場
の
活
動
発
表
、
健
康

教
室
、
集
い
の
場
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時

　
２
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
～
16
時

場
所

　
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル

問
合
せ
・
申
込
み

　
南
部
町
第
１
層
生
活
支
援

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　（
株
）
池
田
介
護
研
究
所

 

☎
０
９
０・２
１
９
６・１
２
８
２

集
い
の
場
交
流
会
の
開
催

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り

ま
せ
ん
か
？

広告

お知らせ
information

戦
没
者
遺
族
相
談
員
に

つ
い
て

被
害
者
支
援
活
動
員

第
15
期
生
　
募
集
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消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合
に

よ
る
無
料
相
談
会
で
す
。
専
門
ス

タ
ッ
フ
や
弁
護
士
が
お
金
や
暮
ら

し
に
関
す
る
悩
み
な
ど
に
つ
い

て
、
丁
寧
に
聴
き
取
り
し
、
一
緒

に
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
ま
す
。

日
時

　
２
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
10
時
～
16
時

場
所

　
信
用
生
協
八
戸
事
務
所

対
象
相
談

　
▼
お
金
の
問
題
▼
遺
産
相
続

　

　
▼
不
動
産
売
買
▼
税
金
等
公
共

　
料
金
の
滞
納
▼
DV
・
離
婚
問
題

　
▼
く
ら
し
に
関
す
る
悩
み
事
等

※
事
前
に
要
予
約
。

問
合
せ
・
予
約

　
信
用
生
協
八
戸
事
務
所

　
☎
０
１
２
０・１
０
２・０
８
４

　
青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局
お

よ
び
八
戸
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
の
た

め
、
地
域
住
民
の
学
習
会
や
研
修

会
な
ど
へ
講
師
を
派
遣
す
る
出
前

講
座
を
実
施
し
ま
す
。

対
象

　
八
戸
市
、
三
戸
町
、
五
戸

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

資
格
取
得
・
種
別
変
更
、
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
申
請
、
学
生
納

付
特
例
申
請
、
口
座
振
替
納
付
申

請
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

を
利
用
し
た
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
必
要
で
す
が
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
い
つ
で
も
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
結
果
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

青
森
県
三
戸
保
健
所
で
は
、
精

神
科
医
に
よ
る
「
精
神
保
健
福
祉

相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

完
全
予
約
制
で
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
、
相
談
日
前
日
ま
で
に

お
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

対
象

　
こ
こ
ろ
の
病
気
に
関
す
る
不
安

や
悩
み
の
あ
る
方
で
、
精
神

科
、
心
療
内
科
に
通
院
し
て
い

な
い
方
ま
た
は
そ
の
家
族

内
容

　
こ
こ
ろ
の
病
気
に
関
す
る
不
安

や
悩
み
に
つ
い
て
の
相
談

※
診
断
や
処
方
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

費
用

　
無
料

日
時

　
２
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
所

　
青
森
県
三
戸
保
健
所

問
合
せ
・
予
約
先

　
青
森
県
三
戸
保
健
所

　
健
康
増
進
課

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

　
　
内
線
２
８
６・２
８
７

青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、
自
死
で
身
近
な
人
を

亡
く
さ
れ
た
方
を
対
象
に
無
料
で

「
つ
ど
い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

聴
く
だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

の
で
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日

　
３
月
７
日
（
土
）

時
間

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所

　
八
戸
ユ
ー
ト
リ
ー
４
階

　

　
　
　
研
修
室

※
前
日
ま
で
に
要
申
込

問
合
せ
・
申
込
み

　
青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７・７
８
７・３
９
５
１

　
町
、
田
子
町
、
南
部
町
、
階
上

　
町
、
新
郷
村
に
所
在
す
る
団
体

　
お
よ
び
企
業
等
。

※
営
利
目
的
の
集
会
は
除
く

（
１
団
体
等
に
つ
き
年
１
回
ま
で
）

テ
ー
マ

　
企
業
と
人
権
、
パ
ワ
ー

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
セ
ク
シ
ュ
ア

　
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等

問
合
せ
・
申
込
み

　
青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局
総
務
課

　
☎
０
１
７
８
・
24
・
３
３
４
６

　
超
高
齢
化
社
会
が
進
む
日
本
で

注
目
を
浴
び
て
い
る
「
成
年
後
見

制
度
」
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の

方
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
事
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

　
２
月
14
日
（
土
）

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

　
　
　（
受
付
13
時
～
）

場
所

　
八
戸
市
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
大
ホ
ー
ル

講
師

　
町
永

　
俊
雄

　
氏

　
　（
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

　
　 

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

問
合
せ
・
申
込
み

　
八
戸
圏
域
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７
８
・
24
・
１
３
２
４

男
女
共
同
参
画
推
進
出
前
講

座
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
に
つ
い
て

「
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
に

行
こ
う
！
」
相
談
会

「
精
神
保
健
福
祉
相
談
」
の

お
知
ら
せ

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

八
戸
圏
域
成
年
後
見
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催

広告

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

2月17日（火）

広告
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町営市場の販売状況（12月16日〜1月15日）

品名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

サンふじ（りんご） 580,982 129,302 223 322
紅玉（りんご） 5,528 1,013 183 303
シナノゴールド（りんご） 13,798 3,045 221 250
サンジョナゴールド（りんご） 3,200 439 137 214
ぐんま名月（りんご） 5,692 1,015 178 183
着色ふじ（りんご） 5,020 864 172 293
王林（りんご） 56,256 8,783 156 251
はるか（りんご） 7,776 1,829 235 222
金星（りんご） 3,994 611 153 153
長芋 21,840 7,889 361 332
にんにく 11,955 22,597 1,890 1,735
ゴボウ 3,032 1,034 341 462
短根人参 2,864 308 108 154
ねぎ 16,569 4,952 299 461
キャベツ 4,850 374 77 265
ほうれん草 1,971 1,165 591 743
土ねぎ 5,294 630 119 170

2・3月の休場日
　2月1日（日）・4日（水）・8日（日）・11日（水）・15日（日）・18日（水）・
　　22日（日）・23日（月）・25日（水）
　3月1日（日）・4日（水）・8日（日）・11日（水）・15日（日）・18日（水）・
　　20日（金）・22日（日）・25日（水）・29日（日）

名久井岳財産区、上名久井財産区と町が協力して、
白華山法光寺の境内入口付近に、湧き水を利用した手
水舎（名称「和久井清水」）を設置しました。

薬剤消毒等はしておりませんので、飲用の場合は自
己責任でご利用ください。

和久井清水は、ポンプ等の動力を使用していないた
め、停電時でも水が湧き出しますので、地震等の災害
により断水した場合に、トイレや清掃等の生活用水の

災害に強い町づくり（和
わ く い

久井清
し み ず

水）

地域クラブ「NANBUJBC」
メンバー募集‼

町内の野球人口減少、部活動の地域展開
を踏まえ、4月から福地中学校野球部が地
域クラブ「NANBUJBC」として始動します。

専門の指導者による技術の向上や礼儀作
法のほか、主体性、協力性といった非認知
能力の育成を重視し、高校野球に繋げる活
動を目的に、現在準備期間として活動中。
「NANBUJBC」は野球に興味がある中学

生を大募集!見学・体験参加も大歓迎です!
対象　現小学6年生～中学2年生 
問合せ　代表　谷地　☎090-3753-4540

赤十字会員増強・活動資金増収
  運動にご協力をお願いします

日本赤十字社では「人道」を理念に、国
際救援や災害救護、安全講習会の普及、ボ
ランティア活動、青少年赤十字活動、国際
人道法の普及などの活動を展開しています。

これらの活動は、毎年、皆さんから寄せ
られた会費や寄付金によって支えられてい
るものです。

本年も今月から、日赤南部町分区より協
力依頼を受けた行政員や班長の方々が、皆
さんのお宅へ伺いますので、赤十字会員へ
の加入ならびに赤十字活動資金（会費・寄
付金）へのご支援・ご協力をお願いします。
問合せ
▶日本赤十字社青森県支部総務課　会員係
　☎017-722-2011
▶福祉介護課（健康センター）
　☎0178-60-7101

水汲み場としてご
利用できます。

災害に備えるた
めにも、ぜひ、足
を運んでみてくだ
さい。

なお、地震の際
は、不純物の混入
などにより水が濁
る場合があります。
問合せ
　総務課
　☎0178-76-2111
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発行・編集
議会広報編集委員会
☎0178-38-5971

第 83号

地域防災への決意を新たに、勇壮な分列行進を披露する消防団員（南部町消防団出初式＝１月18日）地域防災への決意を新たに、勇壮な分列行進を披露する消防団員（南部町消防団出初式＝１月18日）

▽　１月臨時会（25㌻）
▽　議員研修等（26㌻）
▽　有権者に聞く～名農生の声～（27㌻）

▽　12月定例会の主な議案（18㌻～20㌻）
▽　一般質問
　⇒　政権公約に掲げた町づくりの進捗および成果は。
　　　緊急銃猟の体制と取組は。（21㌻）
　⇒　中山間地域における稲作維持対策の考えは。
　　　有害鳥獣対策の考えは。（22㌻）
　⇒　子どもたちが読書に親しむ文化の醸成を。（23㌻）
　⇒　県の助言等を踏まえた、職員の時間外勤務手当の取り扱いは。（24㌻）
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主な議案（第1３５回定例会）

■
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
等
の
一
部
改

正
▼　
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
並
び
に
特
定
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
施
設
等
の
運

営
に
関
す
る
基
準
、
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
及

び
放
課
後
児
童
健
全
育
成

主
な
議
案

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
各
基
準
に
従
っ

て
規
定
し
て
い
る
条
例
に

つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
▼　
児
童
福
祉
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
新
た
に
創
設

さ
れ
る
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
実
施
に
必
要
な
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
も
の
で
、
安

全
計
画
の
策
定
、
虐
待
等

の
防
止
、
衛
生
管
理
、
運

　
第
１
３
５
回
定
例
会
は
、
11
月
28
日
か
ら
12
月
３
日
ま
で
の

６
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
各
会
計
補
正
予
算
や
条

例
の
制
定
お
よ
び
一
部
改
正
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
４
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

第第
135135
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

定定
例例
会会

宿
日
直
手
当
の
引
き
上
げ

や
通
勤
手
当
の
額
を
改

め
る
な
ど
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
職
員
等
旅
費
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正

▼　
職
員
等
の
旅
費
お
よ
び

費
用
弁
償
に
つ
い
て
、
原

則
と
し
て
現
に
支
払
っ
た

額
に
基
づ
き
支
給
す
る
こ

と
と
す
る
な
ど
の
た
め
、

県
の
旅
費
条
例
の
改
正
に

倣
い
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。　

め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

▼　

県
人
事
委
員
会
勧
告
に

基
づ
く
県
職
員
の
給
与
改

定
な
ど
に
準
じ
て
、
令
和

７
年
12
月
の
職
員
の
期
末

手
当
の
支
給
割
合
を
０
・

０
２
５
月
、
勤
勉
手
当
の

支
給
割
合
を
０・０
７
５

月
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
、

期
末
手
当
を
１・２
７
５

月
分
、
勤
勉
手
当
を
１
・

１
０
０
月
分
と
し
、
令
和

８
年
６
月
お
よ
び
12
月
の

支
給
割
合
を
同
じ
割
合
に

す
る
ほ
か
、
給
料
月
額
、

条
　
例

条
　
例

営
規
程
、
施
設
の
面
積
、

防
火
設
備
、
職
員
の
配
置

基
準
な
ど
を
規
定
す
る
条

例
を
制
定
し
た
。

■
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼　
議
員
な
ら
び
に
町
長
、

副
町
長
お
よ
び
教
育
長
の

令
和
７
年
12
月
の
期
末
手

当
の
支
給
割
合
を
、
県
の

改
正
に
準
じ
て
０・１
月

引
き
上
げ
１・７
7
５
月

分
と
し
、
令
和
８
年
６
月

お
よ
び
12
月
の
支
給
割
合

を
同
じ
割
合
に
す
る
た

公
用
車
管
理
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

公
用
車
管
理
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
含
む
補
正
予
算
を
可
決

を
含
む
補
正
予
算
を
可
決
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主な議案（第1３５回定例会）

※公用車管理業務がデジタル化されます

①車両管理の最適化

メンテナンスおよび車両の維持管理に関

する業務を一括で外部業者に委託。

②車両利用のＤＸ化

移動体通信システムを活用し、アルコール

チェック、運転免許証管理、運転日誌の作

成、車両の稼働状況などを自動管理。

■
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

▼　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
１
億
４
０
３
２
万
５

　
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の

総
額
を
１
３
４
億
３
７
４

　
４
万
６
千
円
と
し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

移
転
に
伴
う
運
営
法
人
へ

の
補
助
金
４
１
５
０
万

円
、
国
の
単
価
増
に
伴
う

保
育
業
務
委
託
料
お
よ
び

保
育
給
付
費
の
増
額
分

３
２
４
２
万
２
千
円
、
学

童
保
育
業
務
委
託
料
の
増

額
分
２
５
０
万
８
千
円
、

旧
向
保
育
所
解
体
工
事

に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト

等
環
境
対
策
に
よ
る
増

額
分
１
２
１
７
万
4
千

円
、
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
伴
う
人
件
費
増
額
分

３
４
１
６
万
２
千
円
な
ど
。

　
　

そ
の
ほ
か
、
債
務
負

担
行
為
に
公※
用
車
管
理
業

務
（
令
和
７
年
度
か
ら
令

和
10
年
度
）
お
よ
び
統
合

型
・
公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
導
入

業
務
（
令
和
７
年
度
か
ら

令
和
８
年
度
）
を
追
加

し
、
地
方
債
で
は
、
学
童

保
育
施
設
整
備
事
業
債
の

発
行
限
度
額
を
変
更
し
た
。

☆
議
案
に
対
す
る
質
疑

【
問
】　

公
用
車
管
理
業
務

に
つ
い
て
、
車
両
台
数
の

適
正
化
へ
の
考
え
は
。

山
田　
賢
司　
議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

　

車
両
管
理
の
Ｄ
Ｘ
化
に

よ
る
稼
働
状
況
な
ど
の

デ
ー
タ
収
集
に
基
づ
き
、

保
有
台
数
を
削
減
し
、
最

適
化
を
図
っ
て
い
く
。

■
令
和
７
年
度
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▼　

職
員
の
人
件
費
の
増

額
分
22
万
６
千
円
と
地

元
以
外
の
県
産
品
を
学
校

給
食
に
１
品
プ
ラ
ス
す

る
「
食
を
通
じ
た
こ
ど
も

ま
ん
な
か
事
業
」
を
活
用

し
た
賄
い
材
料
費
21
万

円
を
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
追
加
し
、
総
額
を

１
億
８
６
４
３
万
６
千
円

　
と
し
た
。

■
令
和
７
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▼　
結
核
・
精
神
疾
病
医
療

　

費
特
別
調
整
交
付
金
申
請

   

支
援
業
務
に
伴
う
委
託
料

  

の
増
、
職
員
の
人
件
費
の

増
な
ど
歳
入
歳
出
予
算

総
額
に
１
６
１
万
６
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

22
億
２
３
６
５
万
２
千
円

　
と
し
た
。

■
令
和
７
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

▼　
職
員
の
人
件
費
増
額
分

　
２
０
９
万
７
千
円
を
保
険

  

事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
追
加
し
、
総

額
を
28
億
６
６
７
２
万
９

　
千
円
と
し
た
。

■
令
和
７
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▼　
後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス

　
テ
ム
標
準
化
過
渡
期
連
携

　
対
応
業
務
に
伴
う
委
託
料

　
の
増
、
職
員
の
人
件
費
の

   

増
な
ど
歳
入
歳
出
予
算
の

   

総
額
に
２
１
４
万
８
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
３
億

   

２
１
１
万
２
千
円
と
し
た
。

■
令
和
７
年
度
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

▼　
委
託
料
や
光
熱
水
費
の

ほ
か
、
人
事
異
動
お
よ
び

職
員
の
人
件
費
の
増
減
な

ど
、
収
益
的
支
出
・
資
本

的
支
出
の
予
算
組
み
替
え

を
行
っ
た
も
の
で
、
総
額

に
変
更
は
な
い
。

■
令
和
７
年
度
町
営
地
方
卸

売
市
場
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

▼　

受
託
販
売
代
金
の
増

や
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
の
減
な
ど
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
２
億
１
４

　
０
０
万
を
追
加
し
、
総
額

を
30
億
３
６
３
５
万
１
千

円
と
し
た
。

    
予
　
算

予
　
算
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主な議案（第1３５回定例会）

議会傍聴の様子議会傍聴の様子

そ
の
他

そ
の
他

専
決
処
分

専
決
処
分

専
決
処
分

　12日２日の議会一般質問では、南部町商工会女性部と南部町食生活改善推進員会菊
の会の皆さんが傍聴に訪れました。

議会傍聴者の声

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

和
解

▼　

令
和
７
年
５
月
12
日

に
町
道
（
天
魔
平
線
）
で

発
生
し
た
物
損
事
故
に
関

し
、
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
和
解
し
た
。

■
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

■
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
青
森
県
市
町
村
職
員

退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更

▼　
い
ず
れ
も
構
成
団
体
で

あ
る
黒
石
地
区
清
掃
施
設

組
合
が
令
和
８
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
解
散
す
る
こ

と
に
伴
い
、
両
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
お
よ
び
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
協
議

し
、
同
意
し
た
。

人
　
事

人
　
事

■
財
産
の
無
償
貸
付

▼　

平
成
28
年
度
か
ら
実

施
し
た
特
定
教
育
・
保
育

事
業
の
民
営
化
に
よ
り
、

事
業
を
移
管
し
た
法
人
へ

の
土
地
お
よ
び
建
物
な
ど

の
無
償
貸
付
期
間
が
終
了

す
る
た
め
、
令
和
８
年
４

月
１
日
か
ら
の
５
年
間
、

無
償
貸
付
を
継
続
す
る
。

▽
チ
ェ
リ
ー
こ
ど
も
園

【
貸
付
先
】
社
会
福
祉
法
人

　
未
萌
会
（
五
戸
町
）

▽
な
ん
ぶ
こ
ど
も
園

【
貸
付
先
】
社
会
福
祉
法
人

　
未
萌
会
（
五
戸
町
）

▽
福
地
こ
ど
も
園

【
貸
付
先
】
社
会
福
祉
法
人

　
青
い
海
の
会
（
八
戸
市
）

▽
あ
か
ね
幼
稚
園

【
貸
付
先
】
学
校
法
人
高
渕

学
園
（
南
部
町
）

■
大
字
下
名
久
井
字
田
端
外

17
字
財
産
区
管
理
会
委
員

の
選
任

▽　
工
藤
忠
治
氏（
下
名
久
井
）　

　
　
高
森
隆
源
氏
（
下
名
久
井
）

　
　
根
市
良
典
氏
（
下
名
久
井
）

　
　
松
村
純
一
氏
（
下
名
久
井
）　　

　
　
梅
内
敏
之
氏
（
下
名
久
井
）　

　
　
佐
藤  

慶

     

氏
（
下
名
久
井
）

【
任
期
】

　
令
和
７
年
12
月
25
日
か
ら

令
和
11
年
12
月
24
日
ま
で

商工会女性部（部長：小橋春枝）
　教育・子育て支援、医療・福祉の
施策など多様な取組が着実に進めら
れていることを実感しました。
　これからも安心して暮らせるまち
づくりを進めていただきたいです。

食生活改善推進員会菊の会（会長:中村てい）
　町の様々な取組を聞くことができ、
有意義な機会となりました。街の住み
ここちなどの自治体ランキングにおい
て、上位に位置していると知り、一町
民として嬉しく、誇らしく感じました。

財
　
産

財
　
産
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ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！ 一  般  質  問

質　
問

町
総
合
振
興
計
画
の
後
半

に
入
り
、
工
藤
町
長
が
４
年

前
に
掲
げ
た
政
権
公
約
と
町

づ
く
り
の
成
果
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

①
健
康
・
医
療
・
福
祉
・
介

護
の
充
実
は
。
ま
た
、
外
国

人
介
護
人
材
の
育
成
・
確
保
は
。

②
農
・
商
・
工
業
・
観
光
の

振
興
は
。

③
行
財
政
改
革
の
推
進
は
。

④
教
育
・
子
育
て
の
充
実
は
。

町
長
答
弁

①
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
支

援
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

政権公約に掲げた町づくりの政権公約に掲げた町づくりの
進捗および成果は。進捗および成果は。

推
進
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、

医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

住
民
健
診
や
が
ん
検
診
、
各

種
予
防
接
種
の
実
施
、
医
療

セ
ン
タ
ー
入
院
患
者
の
退
院

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
、
介
護
留
学

生
受
入
事
業
を
実
施
し
、
介

護
人
材
の
育
成
・
確
保
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

②
各
種
補
助
金
の
交
付
、
助

成
制
度
な
ど
を
実
施
。
主
な

内
容
は
左
表
の
と
お
り
。

重点施策を通じ、住みたい・重点施策を通じ、住みたい・
住み続けたいまちづくりを進めた。住み続けたいまちづくりを進めた。

③
納
税
者
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
主
要
４
税
目
に
つ
い

て
、
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き

る
環
境
を
整
備
し
た
。

　

ま
た
、
不
測
の
事
態
に
対

応
で
き
る
財
政
基
盤
の
確
保

に
努
め
、
基
金
の
総
額
を

１
１
７
億
円
（
令
和
６
年
度

末
時
点
）
ま
で
積
み
立
て

た
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

財
源
の
確
保
で
は
、
返
礼
品

の
掘
り
起
こ
し
と
寄
附
窓
口

の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
で
、
寄
附
額
は
着
実
に

増
加
し
、
町
の
重
点
施
策
に

有
効
活
用
し
て
い
る
。

④
小
中
学
校
の
統
廃
合
、
普

通
教
室
な
ど
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
、
電
子
黒
板
の
配
置
な

ど
、
教
育
環
境
の
整
備
を
進

め
た
。

　

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
で
は
制
度
の
一
部
に
お

け
る
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、

ま
た
、
子
育
て
用
品
給
付
事

業
（
ぴ
よ
す
く
ー
ぽ
ん
）
を

通
じ
て
、
子
育
て
家
庭
の
経

夏 堀 剛 充　議員

答答

緊
急
銃
猟
の
体
制

緊
急
銃
猟
の
体
制

と
取
組
は
。

と
取
組
は
。

問問

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
体
制
を
整
備
す
る
。

成
し
体
制
を
整
備
す
る
。

答答質　
問

ク
マ
被
害
が
相
次
ぐ
中
、

県
で
は
各
市
町
村
に
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
案
を
提
供
し
て
い

る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
町
の

対
応
お
よ
び
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長
答
弁

緊
急
銃
猟
体
制
の
構
築
に

は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
と
訓

練
、
安
全
確
保
計
画
、
関
係

機
関
と
の
連
携
、
ハ
ン
タ
ー

の
確
保
と
対
価
の
明
確
化
、

財
政
的
な
支
援
が
重
要
に
な

る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

後
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

訓
練
を
行
い
、
住
民
の
生

命
・
身
体
の
安
全
を
守
る
取

組
を
講
じ
て
い
く
。

問問

済
的
負
担
軽
減
お
よ
び
育
児

環
境
の
健
全
化
を
図
っ
た
。

農・商・工業・観光の振興に係る主な補助・支援
・新規就農者支援事業費補助金
・スマート農業加速化支援事業費補助金
・共同防除組織強化支援事業費補助金
・果樹防風網整備事業費補助金
・鳥獣被害防止電気柵設置事業費補助金
・特産果樹産地育成・ブランド確立事業費補助金
・野菜等産地力強化支援事業費補助金
・農業水利施設管理電力価格高騰緊急対策事業費補助金
・利子補給等小規模事業者支援
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一  般  質  問

答答

問問

質　
問

２
０
２
０
年
の
農
林
業
セ

ン
サ
ス
で
は
、
中
山
間
地

域
の
米
生
産
量
は
全
国
の

約
３
分
の
１
を
占
め
、
中

山
間
地
域
で
の
農
業
、
稲

作
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て

い
る
。
一
方
で
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
に
よ
り
、
環

境
保
全
隊
等
の
組
織
の
減

少
が
進
み
、
共
同
利
用
施

設
、
農
道
、
水
路
な
ど
の

維
持
が
困
難
と
な
っ
て
き

て
い
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、

中
山
間
地
域
に
お
け
る
、

稲
作
を
維
持
し
て
い
く
た

め
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

中山間地域における稲作維持中山間地域における稲作維持
対策の考えは。対策の考えは。

町
長
答
弁

①
中
山
間
組
合
が
活
動
に
際

し
水
路
・
農
道
管
理
の
費

用
に
充
て
る
こ
と
で
き
る

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
、
農
業
水
路
の
長
寿

命
化
を
図
り
安
定
的
な
農

業
生
産
を
維
持
す
る
た
め

の
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・

防
災
減
災
事
業
、
機
能
の
保

持
と
耐
久
年
数
の
確
保
の

た
め
定
期
的
に
必
要
な
整

備
補
修
を
行
う
土
地
改
良

施
設
維
持
管
理
適
正
化
事

業
な
ど
を
活
用
い
た
だ
き
、

町
と
し
て
も
稲
作
を
含
め

た
農
業
生
産
活
動
を
支
援

す
る
整
備
事
業
を
推
進
し

て
い
く
。

質　
問

全
国
で
有
害
鳥
獣
の
被

害
が
出
て
い
る
中
、
ク
マ

に
よ
る
被
害
が
相
次
い
で

い
る
。
各
地
の
自
治
体
で

は
、
猟
友
会
の
ハ
ン
タ
ー

に
対
し
、
報
酬
や
手
当
を

拡
充
す
る
な
ど
の
動
き
が

み
ら
れ
る
状
況
を
踏
ま
え
、

次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

①
現
在
の
猟
友
会
へ
の
報

酬
や
手
当
、
期
間
限
定
も

含
め
た
今
後
の
対
応
の
考

え
は
。

②
現
在
の
有
害
鳥
獣
駆
除

に
対
す
る
報
奨
金
と
、
期

間
限
定
も
含
め
た
今
後
の

考
え
は
。

③
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー

採
用
の
考
え
は
。

各種整備補修事業等を通じ、各種整備補修事業等を通じ、
農業生産活動を支援する。農業生産活動を支援する。

松 本 啓 吾　議員

有
害
鳥
獣
対
策
の

有
害
鳥
獣
対
策
の

考
え
は
。

考
え
は
。

問問

町
長
答
弁

①
実
施
隊
員
の
報
酬
は
日
額

８
千
円
、
町
か
ら
の
要
請
に

応
じ
た
日
当
は
８
千
円
と

な
っ
て
い
る
。
現
段
階
で
、

報
酬
や
手
当
の
増
額
な
ど
は

検
討
し
て
い
な
い
が
、
今
後

の
状
況
に
よ
っ
て
は
検
討
も

必
要
と
考
え
る
。

②
県
の
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
広
域
捕
獲
事
業
で
は
、

捕
獲
さ
れ
た
１
頭
に
つ
き

１
万
８
千
円
が
交
付
さ
れ
て

い
る
。
今
年
度
は
目
撃
や
被

害
に
加
え
捕
獲
頭
数
も
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町

か
ら
の
報
奨
金
に
つ
い
て
も

近
隣
市
町
村
や
先
進
事
例
を

参
考
に
考
え
て
い
く
。

③
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
に

限
ら
ず
鳥
獣
被
害
対
策
を
専

門
と
す
る
職
員
の
採
用
に
つ

い
て
は
、
広
域
的
な
視
点
や

猟
友
会
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
採
用
方

法
が
最
適
な
の
か
考
え
て
い

く
。

近
隣
市
町
村
や
先

近
隣
市
町
村
や
先

進
事
例
、
広
域
的
な
視

進
事
例
、
広
域
的
な
視

点
な
ど
か
ら
、
状
況
に

点
な
ど
か
ら
、
状
況
に

応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

答答

事業を活用し、水路などを維持事業を活用し、水路などを維持
管理する中山間組合の活動の様子管理する中山間組合の活動の様子

広報なんぶちょう 2月号 22



ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！

問問

質　
問

近
年
、
生
成
A
Ⅰ
が
急
速

に
進
化
し
、
今
後
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て

働
き
方
や
暮
ら
し
方
が
大
き

く
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
変
化
に
対
応

し
得
る
、
自
ら
考
え
、
行
動

す
る
「
生
き
る
力
」「
学
ぶ

力
」
を
育
む
の
が
読
書
と
考

え
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
読

書
推
進
へ
の
取
組
に
つ
い
て

の
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

①
町
の
読
書
に
関
す
る
施
策

の
現
状
は
。

②
読
み
聞
か
せ
の
推
進
へ
の

取
組
は
。

子どもたちが読書に親しむ文化子どもたちが読書に親しむ文化
の醸成を。の醸成を。

③
電
子
図
書
館
の
設
置
検
討

を
含
め
た
、
今
後
の
読
書
活

動
推
進
の
拡
大
、
充
実
は
。

教
育
長
答
弁

①
図
書
貸
出
な
ど
を
行
っ
て

い
る
公
共
施
設
（
福
地
公
民

館
・
名
川
中
学
校
図
書
室
１

階
）
で
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
蔵
書
構
成
の
充
実
に

努
め
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、

名
川
中
学
校
図
書
室
１
階
の

来
室
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
小
中
学
校
の
蔵
書
は
、
令

和
５
年
度
に
町
出
身
の
篤
志

家
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
児
童

生
徒
み
ら
い
基
金
の
活
用
に

よ
り
学
校
図
書
費
の
予
算
額

を
倍
増
す
る
な
ど
、
学
校
図

書
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　
小
中
学
生
の
読
書
時
間
と

読
書
推
進
へ
の
取
組
は
、
朝

自
習
な
ど
の
時
間
を
活
用
し

た
読
書
時
間
や
年
間
の
読
書

冊
数
の
目
標
を
設
定
し
て
い

る
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

で
独
自
の
読
書
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

学校での取組に加え、家庭・地域学校での取組に加え、家庭・地域
とも連携し、読書を推進する。とも連携し、読書を推進する。

②
平
成
28
年
度
か
ら
乳
児
健

康
相
談
お
よ
び
４
歳
児
健
康

相
談
を
利
用
し
、
読
み
聞
か

せ
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
場
を

提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
子

供
の
読
書
へ
の
関
心
を
高
め

る
取
組
と
し
て
、
新
生
児
訪

問
の
際
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
事
業
の
実
施
や
乳
児

健
康
相
談
時
に
県
教
育
委
員

会
が
発
行
し
て
い
る
読
書
啓

発
小
冊
子
を
配
布
し
て
い
る
。

　

名
川
中
学
校
図
書
室
１
階

で
は
、
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー

プ
に
よ
り
絵
本
や
紙
芝
居
な

ど
の
読
み
聞
か
せ
会
を
開
催

し
、
令
和
６
年
度
は
親
子
合

わ
せ
て
１
０
６
人
が
参
加
し

て
い
る
。
今
後
は
、
読
み
聞

か
せ
を
行
う
人
員
の
増
加
、

幅
広
い
年
齢
層
の
関
心
を
惹

き
つ
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
や
機

会
の
提
供
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
関
係
各
課
な
ら
び
に

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
と
の

連
携
を
強
化
し
、
推
進
し
て

い
く
。

沼 畑 俊 吉　議員

答答

③
学
校
で
の
取
組
だ
け
で
は

な
く
、
家
庭
で
の
読
み
聞
か

せ
や
読
書
の
重
要
性
を
伝

え
る
こ
と
を
は
じ
め
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し

た
取
組
が
重
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
学
校
図
書
を
把
握
す

る
司
書
な
ど
の
設
置
を
検
討

し
、
学
校
間
の
図
書
の
貸
し

借
り
を
容
易
に
す
る
な
ど
、

新
た
な
読
書
環
境
の
仕
組
み

づ
く
り
も
必
要
だ
と
考
え
る
。

　
電
子
図
書
館
の
設
置
に
つ

い
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
有
効
性

は
認
識
し
て
い
る
が
、
導

入
・
運
用
に
係
る
経
費
な
ど

の
課
題
を
慎
重
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

読み聞かせ会の様子読み聞かせ会の様子
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一  般  質  問

答答

問問

質　
問

前
回
９
月
定
例
会
で
も

質
問
し
た
、
職
員
の
時
間

外
勤
務
手
当
に
つ
い
て
、

予
算
を
超
え
た
時
間
勤
務

は
代
休
で
対
応
し
て
い
た

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
改

め
て
質
問
す
る
。

①
報
道
さ
れ
た
記
事
の
中
に

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て

と
あ
っ
た
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、

ト
ッ
プ
に
立
つ
者
と
し
て

ま
ず
は
自
分
の
報
酬
を
カ
ッ

ト
し
た
上
で
、
職
員
の
協

力
を
得
る
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
と
考
え
る
が
、
町
長

の
見
解
は
。

県の助言等を踏まえた、職員の県の助言等を踏まえた、職員の
時間外勤務手当の取り扱いは。時間外勤務手当の取り扱いは。

②
同
じ
く
報
道
さ
れ
た
記

事
の
中
に
、
県
な
ど
の
第

三
者
か
ら
の
指
摘
が
あ
れ

ば
、
何
ら
か
の
形
で
改
め
る

と
あ
っ
た
が
、
南
部
町
は
、

自
ら
定
め
た
条
例
を
、
自
ら

改
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

第
三
者
か
ら
の
指
摘
が
な

い
と
改
め
ら
れ
な
い
の
か
。

③
南
部
町
の
時
間
外
勤
務

手
当
の
取
り
扱
い
を
受
け
、

県
で
は
市
町
村
の
適
正
な

制
度
運
用
に
向
け
て
必
要

な
助
言
を
行
う
と
い
う
こ

と
だ
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

④
職
員
の
給
与
や
勤
務
条

件
に
つ
い
て
は
地
方
公
務

員
法
お
よ
び
労
働
基
準
法

に
基
づ
き
町
の
条
例
に
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
労
働

基
準
法
で
は
違
反
し
た
者

は
６
か
月
以
下
の
懲
役
ま

た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
と
規
定
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
町
長
の
見
解
は
。

町
長
答
弁

①
私
と
職
員
の
給
与
の
面

で
は
、
職
員
は
一
部
を
除

き
毎
年
定
期
昇
給
さ
れ
る

と
と
も
に
、
県
人
事
委
員

会
の
勧
告
に
伴
う
県
職
員

に
準
じ
給
料
月
額
が
改
定

さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
本

職
の
給
料
は
合
併
時
に
制

定
さ
れ
た
特
別
職
の
給
与

に
関
す
る
条
例
に
よ
り
決

定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
20
年

間
、
現
在
の
物
価
高
騰
に

お
い
て
も
一
度
も
改
定
さ

れ
ず
据
え
置
か
れ
て
い
る

状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た

面
に
お
い
て
も
、
行
財
政

改
革
・
行
財
政
基
盤
の
強

化
に
資
す
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

②
令
和
６
年
12
月
に
議
員

全
員
協
議
会
で
報
告
し
た

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
還
付
誤
り
や
、
令
和
７

年
３
月
臨
時
会
で
損
害
賠

償
の
額
を
定
め
和
解
す
る

こ
と
に
つ
い
て
報
告
し
た

取り扱いを再確認し、令和７年取り扱いを再確認し、令和７年
10 月から改め対応している。10 月から改め対応している。

小 橋 昭 裕　議員

個
人
情
報
の
漏
え
い
事
案
な

ど
、
事
案
の
発
生
が
判
明
し

た
都
度
、
改
め
る
べ
き
と
こ

ろ
は
改
め
て
き
て
い
る
。

③
県
か
ら
助
言
を
受
け
令
和

７
年
10
月
１
日
か
ら
は
週
休

日
を
１
日
や
４
時
間
で
の
振

替
と
す
る
こ
と
や
、
時
間
外

勤
務
手
当
を
適
切
に
支
給
す

る
な
ど
、
取
扱
い
を
再
確
認

し
て
対
応
し
て
い
る
。

④
一
般
論
と
し
て
労
働
基
準

法
に
違
反
し
て
い
る
と
き
は

労
働
基
準
監
督
署
に
よ
る
違

反
の
調
査
や
是
正
勧
告
な
ど

の
段
階
を
踏
ん
で
、
そ
れ
で

も
な
お
是
正
さ
れ
な
い
場
合

に
は
罰
則
が
科
さ
れ
る
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。

　
当
町
は
県
の
助
言
な
ど
も

踏
ま
え
自
ら
改
善
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
罰
則
を
科
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
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■ひとり親家庭等医療費給付条例及び町営住宅条例の一部改正■ひとり親家庭等医療費給第１３６回臨時会

第第
136136
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

臨臨
時時
会会

１
人
１
万
円
分
の
商
品
券
を
交
付

１
人
１
万
円
分
の
商
品
券
を
交
付

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
４
月
実
施
予
定

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
４
月
実
施
予
定

■
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

▼　

令
和
７
年
12
月
８
日

に
発
生
し
た
青
森
県
東
方

沖
を
震
源
と
す
る
地
震
に

よ
る
災
害
復
旧
の
た
め
、

従
事
す
る
職
員
の
人
件
費

や
設
備
被
害
の
あ
っ
た
南

部
公
民
館
の
修
繕
費
な

ど
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
２
８
９
万
５
千
円
を

追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

１
３
４
億
４
０
３
４
万
１

　
千
円
と
し
た
。

■
令
和
７
年
度
南
部
町
農
林

漁
業
体
験
実
習
館
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

▼　

青
森
県
東
方
沖
を

震
源
と
す
る
地
震
に
よ

り
設
備
被
害
の
あ
っ
た

農
林
漁
業
体
験
実
習
館

チ
ェ
リ
ウ
ス
の
修
繕
費

１
７
０
万
３
千
円
を
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を

１
億
１
９
７
０
万
３
千
円

と
し
た
。

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解

▼　

公
用
車
に
よ
る
物
損
事

故
２
件
お
よ
び
町
道
に
お

け
る
物
損
事
故
２
件
に
関

し
、
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
和
解
し
た
。

　
　

町
道
に
お
け
る
物
損

事
故
は
、
い
ず
れ
も
暴
風

に
よ
り
、
町
有
地
か
ら
の

倒
木
に
起
因
す
る
も
の
。

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部

を
変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
重
機
車
庫
新
築
工
事
）

▼　

掘
削
発
生
土
の
仮

置
き
場
所
の
変
更
や
転

落
防
止
柵
の
追
加
な

ど
の
工
事
内
容
の
変

更
に
伴
い
、
請
負
代
金

１
億
８
０
８
４
万
４
４
０

　
０
円
に
、
８
９
０
万
５
６

０
０
円
を
追
加
す
る
も
の
。

■
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

▼　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
２
億
４
０
９
２
万
４

　
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の

総
額
を
１
３
６
億
８
１
２

　
６
万
５
千
円
と
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
国
の
臨
時

交
付
金
や
県
の
補
助
金
を

財
源
と
す
る
物※
価
高
騰
対

策
経
費
お
よ
び
衆
議
院
議

員
総
選
挙
に
係
る
経
費
を

計
上
す
る
も
の
。

　
　

　
第
１
３
６
回
臨
時
会
は
、
１
月
16
日
に
行
わ
れ
、

一
般
会
計
補
正
予
算
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報

告
が
案
件
に
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分

専
決
処
分

専
決
処
分

※各種物価高騰対策事業

①物価高騰対応商品券交付事業

町民１人につき１万円分の商品券を交付。

②灯油購入費助成事業

住民税非課税世帯１世帯につき、灯油購入

 費5,000 円を助成。 

③物価高対応子育て応援手当給付事業

児童手当支給対象者に、対象児童１人につ

き２万円を支給。 

☆
議
案
に
対
す
る
質
疑

【
問
】　

物
価
高
騰
対
応
商

品
券
の
交
付
日
程
は
。

山
田　
賢
司　
議
員

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
と
の

有
効
期
間
の
重
複
を
避
け
、

４
月
交
付
を
予
定
し
て
い
る
。

    

予
　
算

予
　
算
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議員研修等

研修会の様子研修会の様子

南
部
地
方
今
昔
物
語

南
部
地
方
今
昔
物
語

　

今
年
の
干
支
は
午う

ま

年
と
い

う
こ
と
で
、
こ
の
地
方
に
関

す
る
馬
の
お
話
を
し
ま
す
。

　

平
安
時
代
、
源
頼
朝
や
義

経
が
所
有
し
、
合
戦
で
も
活

躍
し
た
名
馬
に
三
戸
産
の
南

部
馬
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
馬
は
奥
州

藤
原
氏
か
ら
の
拝
領
と
言
わ

れ
、
そ
の
当
時
の
在
来
種
の

平
均
が
体
高
１
３
０
㎝
に
対

し
、
１
４
５
㎝
越
え
る
大
変

大
型
な
馬
で
し
た
。
特
に
、

住す

み

や

の

ま

き

谷
野
牧
（
現
南
部
町
・　

三
戸
町
）
で
の
生
産
馬
は
質

が
良
く
、
平
安
時
代
に
入
る

と
朝
廷
は
馬
の
持
ち
出
し
を

禁
じ
た
ほ
ど
で
す
。

　

奈
良
時
代
か
ら
明
治
時
代

ま
で
約
千
年
に
渡
り
活
躍
し

た
南
部
馬
は
絶
滅
し
ま
し
た

が
、
現
在
も
町
内
に
は
競
走

馬
の
セ
リ
市
（
八
戸
家
畜
市

場
）
が
あ
り
、
馬
産
地
と
し

て
の
歴
史
は
継
承
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
年
が
良
き
駆
け
巡
る
午

年
で
あ
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

  

議
会
広
報
編
集
委
員
会
で

は
、
地
域
の
歴
史
や
魅
力
を

後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
新
企
画
「
南

部
地
方
今
昔
物
語
」
を
今
月

号
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

講演に耳を傾ける参加者講演に耳を傾ける参加者

連携中枢都市圏の形成に関する講演会連携中枢都市圏の形成に関する講演会

　11月10日、議員はおいらせ町（みなく
る館）で開催された、連携中枢都市圏の
形成に関する講演会に参加しました。
　研修では、福島大学経済経営学類教授
吉田樹氏が招かれ「選ばれる地方都市圏
に求められる地域交通戦略」と演題とし
て講演が行われました。
　吉田氏は、人口減少、高齢社会におい
ては、地域住民も参画し公共交通を考え
る重要性を話し、八戸圏域ではこうした
ボトムアップ型のアプローチが必要にな
ると考察しました。

　11月15日、議員は五戸町（アピル五戸）
で開催された、三戸郡町村議会議員研修
会に参加しました。
　研修では、五戸町教育委員会の村本恵
一郎氏が、三戸郡の文化財の魅力と文化
財保護の取組などについて説明しました。
　また、八戸圏域文化財魅力発信事業の
なかで制作された八戸圏域文化財バトル
カードが参加者へ配付され、子どもから
大人まで楽しく遊べる仕様とデザインか
ら、今後イベントでの活用などが期待さ
れることも紹介されました。

三戸郡町村議会議員研修会三戸郡町村議会議員研修会

広報なんぶちょう 2月号 26



有権者に聞く～名農生の声～

有
権
者
に
聞
く

有
権
者
に
聞
く

　
�
名
農
生
の
声
�

　
�
名
農
生
の
声
�

「
自
動
車
整
備
士
と
し
て
活

躍
し
た
い
」

今
月
号
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
、

今
月
号
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
、

沼
畑
俊
吉
委
員
で
す
！

沼
畑
俊
吉
委
員
で
す
！

Vol.8Vol.8

Q
名
農
高
の
魅
力
は
？

　
実
習
が
多
く
、
先
生
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら

れ
る
こ
と
や
物
販
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
、
地
域
交
流
も
盛
ん

な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

Q
3
年
間
で
成
長
を
実
感

で
き
た
こ
と
は
？

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

を
通
じ
て
、
保
育
園
児
か
ら

高
齢
の
方
ま
で
幅
広
い
世
代

の
方
と
交
流
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
面
で
特
に
成
長
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Q
町
を
良
く
す
る
た
め
に

し
て
ほ
し
い
こ
と
は
？

　
地
域
交
流
を
通
じ
て
、
南

部
町
の
人
は
優
し
く
、
気
さ

く
な
方
が
多
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
多
く
の
人
が
集

い
・
憩
え
る
よ
う
な
公
園

が
あ
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
和
が
広
が
り
、

よ
り
楽
し
い
町
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

Q
将
来
の
夢
は
？

青
森
県
は
、
車
が
な
い

と
生
活
が
厳
し
い
環
境
な

の
で
、
暮
ら
し
に
寄
り
添

い
、
生
活
の
足
を
支
え
る

仕
事
と
し
て
、
自
動
車
整

備
士
に
魅
力
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

進
学
先
で
、
し
っ
か
り

と
専
門
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
、
将
来
は
、
た
く
さ
ん

の
人
に
頼
り
に
さ
れ
る
存

在
に
成
長
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　

今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
た
の
は
、
名
久
井
農

業
高
校
３
年
、
生
物
生
産

科
の
寺
澤
叶か

の夢
さ
ん
。

　

中
学
、
高
校
で
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
チ
ー

ム
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た

寺
澤
さ
ん
。
人
の
役
に
立

ち
た
い
と
い
う
思
い
と
優

し
さ
が
印
象
的
な
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
し
た
。

☆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　
　
　
　
（
沼
畑
俊
吉
委
員
）

　

社
会
貢
献
と
い
う
視
点

か
ら
、
将
来
の
職
業
選
択

を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
地

域
に
根
ざ
し
た
学
校
の
教

育
環
境
も
、
地
域
貢
献
、

社
会
貢
献
と
い
う
意
識
の

醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
か
ま
た
、
自
動
車

整
備
士
と
し
て
活
躍
す
る

寺
澤
さ
ん
に
再
会
で
き
た

ら
嬉
し
い
で
す
。

議会広報編集委員会の６名議会広報編集委員会の６名

インタビューの様子インタビューの様子

名久井農業高校3年　寺澤叶夢さん名久井農業高校3年　寺澤叶夢さん

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
次回、定例会は３月３日（火）から
開会する予定です。

　本会議は、どなたでも傍聴できます。
日程詳細は決まり次第、町ホームページ
によりお知らせします。
　お気軽にお問い合わせください。
　　　  議会事務局　☎0178-38-5971
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令和8年�二十歳の祝典実行委員会のメンバー

二
十
歳
の
門
出

晴
れ
や
か
に

令
和
８
年　
二
十
歳
の
祝
典

１
月
11
日
、
楽
楽
ホ
ー
ル
で
「
南
部
町
二
十
歳

の
祝
典
」
を
開
催
。
今
年
度
二
十
歳
を
迎
え
る
対

象
者
１
３
８
名
中
１
０
３
名
が
出
席
し
、
晴
れ
や

か
な
笑
顔
で
二
十
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
大
向
保や

す
た
か宝

さ
ん
と
久
保
田
も
も
さ

ん
が
「
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
し
、

夢
の
実
現
に
向
け
て
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
」

と
代
表
で
謝
辞
を
述
べ
、
式
典
後
に
は
、
二
十
歳

の
祝
典
実
行
委
員
会
が
作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

を
上
映
。
参
加
者
は
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
大
き

な
歓
声
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

令和8年�二十歳の祝典実行委員会のメンバー
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